
　9月に開催された世界最大級の宝
飾見本市「9月香港ジュエリー&ジェム
フェア」には、36年の歴史の中で、過去
最高となる3700社を超える出展社が
世界中から集った。会場では26のグ
ループパビリオンと17のテーマによる
パビリオンが形成され、「素材」を集め
たAW E 会場と「製品」を集めた
HKCEC会場の2つで、最高品質のダイ
ヤモンドをはじめ、色とりどりの宝石や
真珠など貴重なジュエリー素材と製品
が披露された。
　AWE会場のファインジェムパビリオ
ンでは、レガシー・ブランドとコレクター
などが求める貴重な70種類以上の色

石が揃ったと言
われている。また、
レッドカーペット
に匹敵する作品
を披露したKGK
グループのKGK
ジュエリー（HK）
や 、希 少 な ブ
ルー、グリーン、ピ
ンク、オレンジの
カラーダイヤモン
ドなども見られ
た。もちろん日本
企業が一番多い
真珠ブースは厳し
い状況の中でも
多くのバイヤーを
集めたホールの
ひとつになった。
　 それ に 対し
HKCEC会場の
グランドホールで

は、最も高級で有名な宝石商70社以
上が出展し、比類ない美しさを持つ色
の宝石がセットされた手作りのジュエ
リーを探しているバイヤーなどを魅了。
日本企業としては、柏圭と国太が出展
し、躍動した。
　新しい試みとしては、天然ダイヤモン
ドの宣言プログラム「Declarat ion 
Programme on Natural Diamond 
Exhibits」が展開された。これはTrad-

e Descriptions（Diamondの定
義）の規則と香港の法律に準拠し
ており、プロジェクトに参加したダイ
ヤモンド出展社は、UBM Asiaが
発行する公式ポスターをブースに
貼った。これには香港ダイヤモンド
連盟をはじめ、アントワープ世界ダ
イヤモンドセンター、香港インディア
ンダイヤモンド協会、イスラエルダイ
ヤモンドインスティチュートが支援
した。
　また、世界をリードするジュエ
リーフェアの主催者として、UBMの
ソーシャルメディアイニシアチブに
加え、公式のWeChatアカウントを
開設。中国のコミュニティと交流し、
最新のグローバルジュエリーや宝
石見本市の活動についての情報を提
供するためのインタラクティブなプラッ
トフォームが提供された。バイヤーと出
展社はじめ、インフルエンサーも加えた
リアルなコネクションをより促進するこ
とを、時代に見合った対策として実施
し、今後はさらに、研究所や業界の先
駆者的な人などとも共有され、市場動
向なども加わっていくことが示唆され
た。
　残念だったのは、レベル10の台風の
影響で、AWE会場の最終日とHKCEC
会場の3日目がクローズとなり、全体的
な売上に大きな打撃を与えたことだ。
期待された中国を中心としたバイヤー

の買いも少し弱いとの意見が多く、期
待以上の成果を出した出展社は少な
いと見られている。
　2019年は「素材」会場のAWEが、9
月16日～20日、「製品」会場のHKCEC
が、9月18日～22日に開催される。

　デビアスによる合成ダイヤモンドの

販売開始な
ど、合成ダイ
ヤモンドは宝
石分野でも
益々注目が

集まる。この状況を鑑みて、宝石ダイヤ
モンドの現状
を確認すると
ともに、長年合
成研究の第一
線で活躍して
いる国際級の

研究者2名により、ダイヤモンド合成技
術とその性質を紹介し、合成ダイヤモ
ンドについて理解を深めるためのシン
ポジウムを、宝石学会（日本）が主催
し、11月22日に大阪で開催する。テー
マは「合成ダイヤモンド～合成技術とそ
の特徴」。
　宝飾用合成ダイヤモンドの現状（13
時50分～）について、北脇裕士氏（中
央宝石研究所）が話す。
　高品質大型ダイヤモンドの超高圧
合成とその特徴（14時30分～）を、角

谷均氏（住友電機工業㈱）が語る。
　気相合成ダイヤモンドについて、鹿
田真一氏（関西学院大学）が話す。
　その後は、40分の意見交換を行っ
た後、17時から懇親会（4000円予定）
を開催する。
　場所は、住友クラブ（大阪市西区江
戸堀一丁目13番10号成泉ビルディン
グ）。定員100名。会員は無料、その他
1000円。申込は、東京事務局のFAX
（03-3834-7057）またはホームページ
（http://www.gakkai.ac/gsj/）から。
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宝石学会（日本）シンポジウム
テーマ「合成ダイヤモンド」

 

　アメリカでデビアスが発売をスター
トするなど、いまジュエリー業界で最も
話題となっているラボ・グロウンダイヤ
モンド。
　日本で初めてのラボ・グロウンダイヤ
モンド専門商社である㈱ピュアダイヤ
モンド（東京都）が、10月24日から26
日までパシフィコ横浜で開催される『秋
のIJT』に出展する。
　同社は、ラボ・グロウンダイヤモンドと
しては世界で最も有名なブランドのひ
とつであるダイヤモンド・ファウンドリー
（アメリカ・サンフランシスコ）との専属
契約を結んでおり、既に国内での販売

をスタートさせている。
　ラボ・グロウンダイヤモンドは科学的
に本物のダイヤモンド。天然ダイヤモン
ドでいう希少なタイプ2aとして成長さ
せることができ、また倫理的な側面を
持つことからアメリカでは急成長して
いる。日本でもこれから大きく市場が広
がって行くことが予測されている。
　同社は秋のIJTで、ダイヤモンド・ファ
ウンドリーのラボ・グロウンダイヤモン
ドをはじめ、5ctのラボ・グロウンダイヤ
モンドや、ブルー、レディッシュカラーな
どのファンシーカラーダイヤモンドも展
示する予定だ。ブース番号 7-27。

　年末商戦に向けたジュエリータウン
おかちまち有志による「第98回JTO
フェア」は、11月7日、秋葉原UDXビル
2階アキバ・
スクエアで、
10時～16
時まで開催
される。
　クリスマ
ス・年末商戦に最適な商材を豊富に
取り揃えながら、小売店へのサービス
の一環として健康グッズ販売店を2社
加えた。更に、より満足度の高い仕入
れと売上UPに“超お買得商品が満載”
として毎回好評の「朝市」が継続される
ほか、13時までの先着600名に食事
券と飲物のサービスが行われる。
　現金が当たるJTOフェア賞（3万円
の買上で1回抽選）は、特賞5万円3
本、1等1万円10本、2等5千円20本、3
等2千円1 0 0
本 、4 等 千円
250本、5等5
百円1000本、
6等百円2000
本を揃えてい

る。またWチャンス賞として、当日の買
物券を進呈。特賞が10万円1本、1等5
万円1本、2等3万円3本、3等1万円20

本を用意。当
たらなかっ
た人には敗
者復活賞と
して、5千円
30本が用意

されているので、14時に1回だけ行わ
れる抽選会は見逃せない。
　出展社＝㈱アイボリー、㈱アベジュエリー、R･P･
JEWEL’S、㈱宇土真珠、㈱エステート、㈱オクノ宝
石、㈲大ハタパール工業、㈱オーロラ、㈲きしの宝
飾、㈱ギリオン、㈱桑野商事ジェイワン、さくらジュエ
リーインターナショナル㈱、㈱三和真珠、㈱SAN、㈲
ジェメスト、㈲スミノ宝石、㈲セブン宝飾、㈱セントフ
ローレンス、ダイドウ商事㈱、㈱高橋宝飾、㈱タコー
ル、中外鉱業㈱、㈲ディーエヌディー、㈱トーキ、東京
高橋パール㈲、㈱トム・ファイブ、中川装身具工業㈱
きんや、㈱南洋真珠ジャパン、㈱PUZZLE、㈱日向宝
飾、㈱FineCrew、㈱プラチナ宝飾、㈱宝正、㈱三原
真珠、村田宝飾㈱、㈱ヤマ、㈱ユニオン真珠。
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11月22日に大阪で

11月7日（水）、10時～

9月香港ジュエリー&ジェムフェア
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